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第９回　熊谷元一写真賞コンクール 
７月８日（土）に昼神の熊谷元一写真童画

館において、第９回　熊谷元一写真賞コン

クールの表彰式が行われました。コンクー

ルも次回はいよいよ10回目を数えます。多

くの村民の方の参加をお待ちしております。 
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●●● 保育料 ●●●
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保
育
料
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て

保
育
料
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て

　

子
ど
も
を
持
つ
家
庭
に
お
い
て
子
育
て

に
か
か
る
費
用
は
大
き
く
、
子
供
を
持
た

な
い
理
由
と
し
て
経
済
的
負
担
を
一
番
の

理
由
に
あ
げ
る
人
が
多
く
い
ま
す
。（
グ
ラ

フ
）
そ
こ
で
、
村
で
は
子
育
て
支
援
の
一

環
と
し
て
、
子
育
て
中
の
家
庭
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
、
今
年
度
保

育
料
の
徴
収
基
準
額
（
保
育
料
）
を
引
き

下
げ
ま
し
た
。（
表
１
）

　

前
年
分
の
所
得
に
対
す
る
課
税
額
に
よ

る
階
層
区
分
は
そ
の
ま
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
階
層
に
お
け
る
徴
収
基
準
額
を
前
年
度

よ
り
一
律
十
五
％
低
く
、
ま
た
、
他
町
村

と
比
較
し
て
高
額
だ
っ
た
三
歳
未
満
児
の

二
〜
四
階
層
の
徴
収
基
準
額
を
二
十
五
％

引
き
下
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
独
自
の
軽
減

策
と
し
て
、
二
人
同
時
入
所
の
場
合
、
二

人
目
が
半
額
。
三
人
以
上
同
時
入
所
の
場

合
、
そ
の
う
ち
一
人
が
半
額
、
そ
の
ほ
か

の
児
童
を
無
料
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

入
所
し
て
い
る
児
童
が
、
三
子
目
以
降
の

場
合
、全
員
半
額
と
し
て
い
ま
す
。（
表
２
）

　

三
歳
以
上
の
児
童
が
全
員
保
育
所
に
入

所
し
て
お
り
、
保
育
料
を
一
律
に
引
き
下

げ
た
こ
と
で
一
律
の
子
育
て
支
援
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
浪
合
地
区
に
お
住
ま
い
の
皆
さ

ん
に
つ
い
て
は
、
合
併
協
議
会
で
、
保
育

料
を
五
年
間
据
え
置
く
と
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
各
階
層
に
お
け
る
徴
収
基
準
額
及

（グラフ）次世代育成支援行動計画アンケートより 

〈子どもを持たない理由は？〉 

経済的な理由 
36％ 
 

その他 
22％ 

家庭で育児をする 
人がいない 
9％ 

勤めのため自分で 
育児ができない 
18％ 

自分の健康面で 
不安がある 
8％ 

住宅の事情 
7％ 

び
軽
減
は
昨
年
と
同
様
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。（
表
３
）

　

保
育
所
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
願
っ
て
、
地
域
の
人
や
自
然
と

ふ
れ
あ
い
な
が
ら
五
感
を
育
て
る
体
験
や

社
会
性
を
身
に
つ
け
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
毎
月
行
っ
て
い
る
ち
び
っ

子
広
場
で
は
入
所
前
の
地
域
の
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
様
々
な
行
事
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
保
育
所
や
子
育
て
に
関
す
る
ご

意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

改　訂　後各月初日の入所児童の属する
世帯の階層区分 徴収基準（月額）

３歳以上児
（円）

３歳未満児
（円）

定　　　　義階層区分

００
生活保護法による被保護世帯
（単給世帯を含む）

第１階層

６，３００９，４００
市町村民税
非課税世帯

第１階層及
び第４～第
７階層を除
き、前年度分
の市町村民
税の額の区分
が次の区分に
該当する世帯

第２階層

１１，１００１５，８００
村民税課税
世帯

第３階層

１５，３００

２２，５００

４０，０００円
未満

第１階層を除
き、前年分の
所得税課税
世帯であっ
て、その所得
税の額の区分
が次の区分に
該当する世帯

４－１
第
４
階
層 １７，９００

４０，０００円
以上

６４，０００円
未満

４－２

２０，０００３２，３００

６４，０００円
以上

１６０，０００円
未満

第５階層

２１，２００３９，１００

１６０，０００円
以上

４０８，０００円
未満

第６階層

２２，０００４２，５００

４０８，０００円
以上

７２０，０００円
未満

７－１第
７
階
層

２６，７００５１，０００
７２０，０００円
以上

７－２

（表１）阿智村保育料徴収基準額表 
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◎同一世帯から２人の児童が入所している場合の徴収金
第　３　欄第　　　　２　　　　欄第　１　欄

徴収基準額表に定める額ア　徴収金額が低い児童（年齢の大きな児童が２人の場合はそのうち１人とする）第２～第７階層
に属する世帯 徴収基準額表×０．５イ　ア以外の児童（年齢の小さい児童）

（表２） 

◎同一世帯から３人以上の児童が入所している場合の徴収金
第　３　欄第　　　　２　　　　欄第　１　欄

徴収基準額表に定める額ア　もっとも徴収基準額が低い児童（年齢の大きな児童から１人目、２人以上の
場合はそのうち１人とする。）

第２～第４階層
に属する世帯 徴収基準額表×０．５イ　ア以外の最も徴収基準額が低い児童（年齢の大きな児童から２人目、２人以

上の場合はそのうち１人とする。）

徴収金はゼロとする。ウ　上記以外の児童（年齢の最も小さい児童）

徴収基準額表に定める額ア　もっとも徴収基準額が低い児童（年齢の大きな児童から１人目、２人以上の
場合はそのうち１人とする。）

第５～第７階層
に属する世帯 徴収基準額表×０．５イ　ア以外の最も徴収基準額が高い児童（最も年齢が小さな児童から１人目、２

人以上の場合はそのうち１人とする。）

徴収金はゼロとする。ウ　上記以外の児童

（注）１０円未満の端数は切り捨てる。

◎「母子世帯等」「在宅障害児（者）のいる世帯」「生活困窮世帯」の軽減
徴　　収　　基　　準　　額

階　層　区　分
３歳以上児の場合３歳未満児の場合

０円０円第２階層（住民税非課税世帯）
１０，１００円１４，８００円第３階層

※第３階層は、１，０００円の軽減を行った額。

◎同居している多子世帯における第３子以降の児童にかかる保育料を５０％減額する。
◎阿智村に住所を有する広域入所児童１人当たり、徴収基準額に５，０００円を加算し徴収する。

現　　　　　行
各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分

徴収基準（月額）

３歳以上児（円）３歳未満児（円）定　　　　　　　　　義階層区分

００生活保護法による被保護世帯（単給世帯を含む）第１階層

６，０００９，０００
市町村民税
非課税世帯

第１階層及び第４～第７階層
を除き、前年度分の市町村民税
の額の区分が次の区分に該当す
る世帯

第２階層

８，０００１２，０００村民税課税世帯第３階層

１０，０００１５，０００６４，０００円未満

第１階層を除き、前年分の所得
税課税世帯であって、その所得
税の額の区分が次の区分に該当
する世帯

第４階層

１２，０００１８，０００
６４，０００円以上
１６０，０００円未満

第５階層

１４，０００２１，０００
１６０，０００円以上
４０８，０００円未満

第６階層

１６，０００２４，０００４０８，０００円以上第７階層

（表３）阿智村保育料徴収基準額表（浪合地区居住者用） 

※同一世帯で、同時に２人以上の児童が入所の場合、保育料が軽減されます。
・同時入所児童のうち１人は全額徴収となります。
・同時入所児童のうち２人目１／２徴収となります。
・同時入所児童のうち３人目は１／１０徴収となります。
※第２・３階層は母子・父子世帯、障害者世帯等により、保育料が減免される場合があります。
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●●● 税制改正 ●●●

　個個個個個個個個個個人人人人人人人人人人住住住住住住住住住住民民民民民民民民民民税税税税税税税税税税ににににににににににつつつつつつつつつついいいいいいいいいいてててててててててて個人住民税について
　　税税税税税税税税税税制制制制制制制制制制改改改改改改改改改改正正正正正正正正正正ががががががががががあああああああああありりりりりりりりりりままままままままままししししししししししたたたたたたたたたた税制改正がありました
国の税制改正に伴い、平成１８年度分から村県民税の計算・控除額などが変わりました。

■老年者控除の廃止
　今まで受けていた老年者控除４８万円が廃止され

ました。

■公的年金控除額の変更
　計算方法が下記のとおり変更されました。

■老年者非課税の廃止
　年間合計所得額が１２５万円以下の方に対する非課税措置が

廃止されました。経過措置として昭和１５年１月２日以前生ま

れで、前年の合計所得金額が１２５万円以下の方は、平成１８年

度は１／３、平成１９年度は２／３の課税となります。

改　正　前

所得計算式年金収入額

収入－１４０万円０～２６０万円未満

収入×７５％－７５万円２６０万円～４６０万円未満

収入×８５％－１２１万円４６０万円～８２０万円未満

収入×９５％－２０３万円８２０万円以上

改　正　後

所得計算式年金収入額

収入－１２０万円０～３３０万円未満

収入×７５％－３７．５万円３３０万円～４１０万円未満

収入×８５％－７８．５万円４１０万円～７７０万円未満

収入×９５％－１５５．５万円７７０万円以上

＜６５歳以上の方＞

�

＜すべての方＞
■定率減税の見直し
　改正前

　所得割の１５％、４万円限度

　　　　　　�
　改正後

　所得割の７．５％、２万円限度

■生計同一の妻に対する均等割非課税措置
　の廃止
　村内で均等割の納税義務を負う夫と生計を一にする妻に対

する均等割（４，０００円）の非課税基準が廃止されました。

計算例
☆平成１７年１月１日現在６５歳以上の方

　公的年金収入額が１７０万円の場合（基礎控除のみ）

改正前

�所得の計算

　（収入）　　（控除）　（所得）

　１７０万円－１４０万円＝３０万円

�村県民税の計算

　所得が１２５万円以下のため非課税

改正後

�所得の計算

　（収入）　　（控除）　（所得）

　１７０万円－１２０万円＝５０万円

�村県民税の計算

　所得割７，８００円＋均等割４，０００円＝１１，８００円

　１１，８００円×１／３（経過措置）≒３，８００円

�
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●●● 国民健康保険税●●●

平
成
十
八
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の 

 

税
率
が
決
ま
り
ま
し
た 
平
成
十
八
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の 

 

税
率
が
決
ま
り
ま
し
た 
平
成
十
八
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の 

 

税
率
が
決
ま
り
ま
し
た 

％
医
療
費
が
伸
び
、
被
保
険
者
一
人
当
た

り
の
医
療
費
は
約
五
％
の
伸
び
で
し
た
。

　

平
成
十
八
年
度
の
保
険
給
付
費
は
、
国

保
税
率
を
据
え
置
い
た
場
合
、
税
額
約
一

億
九
百
二
十
二
万
七
千
円
で
、
必
要
税
額

の
一
億
五
百
六
十
八
万
三
千
円
に
対
し
て
、

三
百
五
十
四
万
四
千
円
程
上
回
り
ま
す
。

そ
の
分
を
目
安
に
三
・
三
％
減
額
改
正
し
、

　

六
月
六
日
に
阿
智
村
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
を
開
催
し
、
平
成
十
八
年
度
の

阿
智
村
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
方
法
に

つ
い
て
審
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。
阿
智
村

議
会
六
月
定
例
会
で
協
議
の
結
果
が
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

医
療
分
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
の
平
成

十
七
年
度
は
平
成
十
六
年
度
に
比
べ
約
六

税
率
を
引
き
下
げ
ま
す
。

　

介
護
分
は
、
全
国
一
律
の
第
二
号
被
保

険
者
（
四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
）
一
人
当

た
り
の
負
担
額
に
阿
智
村
国
保
に
属
す
る

第
二
号
被
保
険
者
数
を
乗
じ
て
算
出
さ
れ

医療分

増減額・率平成１８年度平成１７年度

△０．０２％５．５０％５．５２％所得割

△８．０５％３５．５０％４３．５５％資産割

０円１８，０００円１８，０００円均等割

△２００円２２，０００円２２，２００円平等割

介護分

平成１８年度平成１７年度

１．６４％１．６４％所 得 割

９．９５％９．９５％資 産 割

７，５００円７，５００円均 等 割

５，７００円５，７００円平 等 割

平成１７年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 

（円） 

（人） 

（円） 

一般医療費 

１人当たり医療費 

一般被保険者数 

１，１５１ 

１，２１１ 

１，２９１ 
１，３１９ 

１，３３１ 
 

２０１，２７７，６０５ 

１４２，９３１，６７７ 

２０１，２７７，６０５ 

１４２，９３１，６７７ 

２０６，２１４，４５８ 

２１５，１７３，２８０ 

２２７，３１４，０３６ 

１７４，８７２ 

１１８，０２８ 

１５９，７３２ 
１６３，１３４ 

１７０，７８４ 

介護分の税率は据置です

医療分の税率は下がります

５年間の医療費・被保険者の推移

※平成１４年度は制度改正により年間１１ヶ月分

し
ま
す
。
こ
れ
は
全
国
す
べ
て
の
市
町
村

の
介
護
の
給
付
額
の
総
額
か
ら
割
出
さ
れ

る
も
の
で
、
介
護
給
付
を
受
け
ら
れ
る
方

が
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
給

付
額
も
延
び
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
上
が
っ
て
い
た
介
護
分
の
税

率
は
、
今
年
度
一
千
五
百
六
十
四
万
八
千

円
で
対
応
可
能
見
込
に
よ
り
据
置
と
な
り

ま
す
。

た
、
介
護
納

付
金
に
よ
り

税
率
を
算
出
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おしらせ 
　

毎
年
一
回
、誕
生
月
に
提
出
し
て
い
る「
現

況
届
」
で
す
が
、
十
二
月
生
ま
れ
の
方
か

ら
原
則
と
し
て
提
出
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
て
受
給
者
の
皆
様
の
現
況（
生
存
）

確
認
を
行
う
こ
と
と
し
た
た
め
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
現
況
届
は
今
年
が
最
後
に
な
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、

①
加
給
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合

②
障
害
程
度
の
確
認
の
た
め
「
診
断
書
」

が
必
要
な
場
合

　

現
況
届
以
外
の
届
出
が
引
き
続
き
必
要

で
す
。
提
出
が
必
要
な
書
類
は
、
社
会

保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
受
給
者
の
皆

様
へ
送
付
さ
れ
ま
す
。

浪
合
診
療
所
に

　
　
　

木
畑
医
師
が
着
任

　

長
野
県
衛
生
部
の
人
事
異
動
に
伴
い
、

阿
智
村
浪
合
診
療
所
の
医
師
が
五
月
一
日

よ
り
「
木
畑
穣
（
き
ば
た
み
の
る
）
医
師
」

に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

平
成
十
二
年
自
治
医
科
大
学
卒
業
後
、

内
科
医
と
し
て
県
内
各
病
院
に
勤
務
、
平

成
十
八
年
四
月
ま
で
は
、
佐
久
穂
町
立
千

曲
病
院
で
内
科
に
勤
務
さ
れ
、
五
月
よ
り

阿
智
村
浪
合
診
療
所
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
は
ラ
ク
ビ
ー
部
で
活
躍
さ
れ

た
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
す
。
専
門
は
内
科
全

般
で
、
専
門
領
域
は
消
化
器
内
科
で
す

年
金
を
受
け
て
い
る
皆
様
へ

現
況
届
の
提
出
が
不
要
に
な
り
ま
す

阿智村 
より 自 立 

生 
活 支 

援 
セ ン 

タ 
ー 

　自立生活支援センターが4月にスタートし、3ヶ月が過ぎました。6月に受けた相談件数は154件で、

前年度までの実績と比べて約30％の増でした。相談の内容は介護、障害、健康、医療、おたっしゃ会の

こと等、さまざまでした。保健・福祉・医療に関する総合相談窓口としての機能を発揮できるように取

り組んでまいりますので、心配ごと、わからないこと等ございましたらまずご連絡ください。

　地区のサロン等の活動を支援しています！！
　各地区のサロンやグループ等の活動で集まったときに大腰筋体操に取り組んでいただくことを条件に、

1サロン（グループ）、月1回1,000円の活動助成金補助を昨年から行っています。今年度は既に53サ

ロン（グループ）から申請があります。申請は随時受け付けておりますのでご希望の場合はご連絡くだ

さい。大腰筋体操の方法については指導者を派遣いたします。また血圧管理、健康管理、介護保険、消

費者トラブル、権利擁護の話、等々ご希望がありましたらセンター職員等がサロン（グループ）へ出向

いてまいりますのでぜひご連絡ください。

電話：0265－45－1140（24時間対応）

木畑　穣　医師
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福祉タクシーを利用される方へ

様 

福 祉 タ ク シ ー 利 用 券  

有効期間 平成18年4月1日～平成19年3月31日 

阿智村 

No.　3－15

No.　3－15

切
り
取
り
線 

切
り
取
り
線 

切
り
取
り
線 

切
り
取
り
線 

利 用 者  
氏 　 名  

利用内容 

阿智花子 
平成18年8月7日 

平成18年8月7日 

中型・小型 

寺尾　　～　　馬場 

南信州広域タクシー（有） 
電話　43-2050

昼神タクシー 
電話　43-3232

長姫タクシー 22-2929

タクシー利用券 

有 効 期 限　　平成19年3月31日 

部 落 名  寺尾 

利用者氏名 

利用年月日 

基 本 料 金 

発行者  長野県下伊那郡阿智村 

阿智村長　岡 庭 一 雄 

阿智花子 

この番号を転記して下さい 

部落名・氏名・利用した日を記入して下さい 

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
は
次
の
事
項
に
注
意
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

◎
本
券
を
利
用
で
き
る
会
社
は

　
　

南
信
州
広
域
タ
ク
シ
ー

　
　

昼
神
タ
ク
シ
ー

　
　

長
姫
タ
ク
シ
ー　

の
三
社
で
す
。

◎
本
券
は
、
一
回
の
乗
車
に
つ
き
一
枚
の
み
利
用
で
き
ま
す
。

◎　
　

部
分
を
必
ず
記
入
し
て
タ
ク
シ
ー
運
転
手
に
お
渡
し
下
さ
い
。

　福祉タクシー利用券は、村内に居住し、住民基本台帳に登録されている方で、次のいずれかに該当する

方に配布されています。

（1）　身体障害者手帳（身体障害者福祉法の規定）の交付を受けた方で、障害の程度が１級～２級に該当

（2）　療育手帳の交付（療育手帳制度）を受けた方で、障害の程度「A1」に該当

（3）　６５歳以上の独り暮らし世帯と、老人だけの世帯（４月１日で調査）で交通手段の無い方

七
月
は
「
社
明
運
動
月
間
」

で
す

�
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
�
と
は

　
�
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
�
と
は
、
す

べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
が
生
ま
れ
る
の
も
、ま
た
、

社
会
復
帰
を
果
た
す
場
も
地
域
社
会
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
や
、

非
行
を
し
た
少
年
た
ち
の
更
生
が
円
滑
に

行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
本
人
の
意
欲
と
併

せ
、
そ
の
人
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
の
理

解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

現
在
深
刻
な
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
少

年
非
行
や
薬
物
濫
用
を
抑
え
、希
薄
と
な
っ

た
地
域
の
連
帯
や
家
族
の
絆
を
取
り
戻
し
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る
い
地
域

づ
く
り
の
た
め
、
毎
年
七
月
を
強
調
月
間

と
し
て
、
全
国
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
特
色
を
活
か
し
な
が
ら
、
様
々
な
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
村
で
は
保
護
司
・

更
生
保
護
女
性
会
が
中
心
と
な
り
、
学
校

巡
り
や
小
集
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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おしらせ 

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　

平
成
十
八
年
度
の
阿
智
村
農
作
業
労
賃
等
に
つ
い
て
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　平成１8年度阿智村農作業標準労賃、機械作業料金
１．食事は、労務者持ちとします。
２．１日の労働時間は、実働８時間とします。
３．消費税５％は、内税とします。（機械作業のみ）

４．男女雇用機会均等法により、農作業標準労賃を同額
にしてあります。

５．作業別労賃、機械作業料金は以下のとおりとします。

（単位：円）

摘 要平成18年標準（男女同額）単 位作業別種類

6,4001日当り一 般 作 業
稲
作 6,500〃田 植 作 業

◎散布機持ち込み1,6001時間当り防 除 作 業

6,4001日当り畑 作 一 般 作 業

1,6001時間当りせ ん 定 作 業
果
樹 8501時間当り花 付 け 作 業

6,4001日当り一 般 作 業

◎労務受託のみ1,6001時間当り機械オペレーター

機
械
作
業
特
殊
田
は
別
途
考
慮

◎但し、15cm耕起を標準とする。
　なお、面積3アール以下のほ場については、20%増とする。
　あげ代を条件とする。

8,50010アール
当り耕 起 の み

12,500〃代 か き の み

(機械借料のみ2条植5,000円)10,000〃田 植 作 業

◎結束ひも付
10,000〃刈 取 作 業

(バインダー ) ◎倒伏田・軟弱田は20%増しとする。(機械借料のみ5,000円)

◎面積3アール以下のほ場は、20%増しとする。
10,500〃ハーベスター

(機械借料のみ5,000円)

◎技術者付き1俵当り
8001俵当りも み す り

◎20俵以下は20%増しとする。

◎補助者は委託者が手配する。
22,00010アール

当り
自 脱 型
コ ン バ イ ン ◎倒伏田・軟弱田は20%増しとする。

◎農薬は委託者持ち3,500〃Ｓ.Ｓ防除作業

��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������

阿智村農産物認定証マークが決まりました
　村が農産物に表示する認定証のマークに、駒場の田中克幸さんの作品が決まりました。

　今後、農産物直売所や各種農産物販売所の農産物に表示されます

　この表示ができる農産物は

　①土壌診断を行い、農地を村へ登録する。

　②阿智村堆肥センターで生産された完熟堆肥「あち有機いきいき」を施肥した土づ

くりを行い、栽培管理日誌等を記録する。

　③①②で栽培した農産物の栽培管理検査を受け合格する。

　小規模な販売用農産物を栽培される方で、栽培指導を受けたい方は営農支援セン

ターへご相談下さい。

　また、60歳以上の方には小規模の雨よけパイプハウスなどの施設資材の支援制度もあります。

　【お問い合わせ】

　ふるさと整備課農林係（43－2220）

　阿智村営農支援センター（45－2130）
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農薬の残留基準が変わりました。農薬の残留基準が変わりました。
－平成１８年５月２９日よりポジティブリスト制が施行－

１　残留農薬等の規制について
　輸入農産物の安全確保のため食品衛生法が改正（ポジティブリスト制へ移行）され、農作物の残留農薬に関す

る規制が強化されました。いままで規制の対象外であった農作物（農薬）にも範囲が拡大され、残留基準を超え

た場合は販売・流通停止、回収命令等の対処が求められます。

食品衛生法（ポジティブリスト制導入： 

すべての農薬の残留基準へ拡大） 

売り場から抜き打ち調査 

〈厚生労働省〉 

生産現場　　　　　　　　　　　　　　加工・流通　　　　　　　　　　　　　　消費者へ　 

農薬取締法（農薬使用基準） 

　使用作物、使用量・希釈倍率、使用時期、 

使用回数、防除日誌による確認 

〈農林水産省〉 

＊隣接園からの飛散（ドリフト）があった場合は、散布者に責任が生じます。

　散布時には、飛散防止対策を充分に行ってください。

２　農薬取締法の罰則規定（法律違反で食の安全等に特に重大な過失の場合）
①無登録農薬（農水省のラペルのない農薬）使用（食用・非食用に関係なく）

②食用作物（飼料作物含む）における使用の場合

　・適用作物以外の食用作物に使用した場合

　・基準の使用量の上限以上、

　　稀釈倍率を超えて濃い濃度で使用した場合

　・使用時期の違反

　・使用回数の経過（回数オーバー）

③使用禁止農薬（２１農薬）使用例：BHC、DDT、水銀剤、PCNB、エンドリンほか

＊同じ成分の剤で、商品名が異なる剤（登録内容も違う）もあるので注意（使用回数）

３　生産現場（生産者）の注意事項
○農薬の適正使用（農薬使用基準の遵守）

使用基準の５項目を守る

　　①適用作物…農薬のラペルに書いてある作物名のみ使用可能

　　②使用量又は希釈倍率…粒剤等は１０a当りの使用量、水和剤等はラペルの希釈倍率で散布する（規定より薄い

濃度は、罰則対象でない）

　　③使用時期…収穫前日数の記載が多い。

　　　　　　　　例）収穫７日前まで　→　収穫日の７日前に使用可能

　　④使用回数他…農薬成分毎に使用可能な上限回数が決まっている

　　⑤使用方法…「散布」、「潅注」、「浸漬」、「種子粉衣」など

○無登録農薬（ラベルの無い農薬）の不使用

　使用禁止農薬の不使用、有効期限切れ農薬の使用を避ける

○ラペルの注意事項を良く読んで使用する

　散布する者の危被害の防止、周辺への危被害の防止

○防除日誌の記帳（安全な農産物生産の証明）

農薬取締法による罰則

〈個人の場合〉３年以下の懲役又は１００万円以下の罰金

〈法人の場合〉３年以下の懲役又は１億円以下の罰金
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おしらせ 

平成18年度自衛官等募集

採用試験日受付期間受　験　資　格募集種目

受付時にお知らせします。
年間を通じて行ってお
ります。

18歳以上27歳未満の者
男子

２ 等
陸・海・空士

９月24・25日８月１日～９月８日女子

１次：９月16日
２次：10月７日～13日

８月１日～９月８日18歳以上24歳未満一 般 曹 候 補 学 生

８月１日～９月８日18歳以上27歳未満曹 候 補 士

１次：９月23日
２次：10月14日～19日
３次：11月12日～12月８日

８月１日～９月８日高卒（見込含）21歳未満の者航 空 学 生

９月23・24日９月５日～９月７日
高卒（見込含）21歳未満の者
（推薦については高等学校長の推薦等が別途必
要です。）

推薦
防 衛 大 学 校
学 生

１次：11月11日・12日
２次：12月12日～15日

９月８日～９月29日高卒（見込含）21歳未満の者一般

１次：11月４・５日
２次：12月６日～８日

９月８日～９月29日高卒（見込含）21歳未満の者
防 衛 医 科 大 学 校
学 生

１次：10月15日
２次：11月18・19日

９月８日～９月29日高卒（見込含）21歳未満の者看 護 学 生

１次：19年１月13日
２次：19年１月26日～29日

11月１日～　　　　
　　　19年１月９日

中卒（見込含）17歳未満の男子自 衛 隊 生 徒

問い合わせ　自衛隊長野地方連絡部飯田出張所（飯田市大久保町２６３７－３飯田地方合同庁舎）
　　　　　　電話

：

０２６５（２２）２６１３　Eメール:jsdf-iid@mx2.avis.ne.jp

8月6日（日）は長野県知事選挙の投票日
　◆投票時間　午前7時～午後8時
　　　　　　　　　　（投票所により投票時間が異なります：同時配付のチラシをご覧ください）

　◆投票場所　同時配付のチラシをご覧ください
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○告示日　7月20日（木）
○投票できる方（投票所入場券を7月18日（火）に郵送
しました）

　昭和61年8月7日までに生まれた満20歳以上の
日本国民で平成18年4月19日までに阿智村に住
民登録し、引き続き村内に居住している方が対象
です。
＊平成18年4月20日以降に阿智村に住民登録した方
で、前住所地が長野県内の方は、前住所地の市町
村で投票できます。
　（「引き続き県内に住所を有する旨の証明」が必要
です。詳細はお問い合わせください）
○選挙公報　7月27日以降、行政嘱託員を通じて全
戸配布予定

○投票日に仕事、冠婚葬祭、レジャーなどで投票で
きない方は期日前投票をご利用ください

　期日前投票所の場所
　・阿智村コミュニティ館1階会議室
　　期間　7月21日（金）～8月5日（土）
　　時間　午前8時30分～午後8時
○不在者投票制度も用意されています
　・村外に滞在している方は、滞在地の選挙管理委

員会で「不在者投票」ができます。
　・入院（入所）されている病院・老人ホーム等が指

定施設なら全国のどこの施設でも、施設内での
不在者投票ができます。

　・身体に重度の障害等がある方で一定の条件があ
れば、自宅で郵便等を利用して投票できます。

問合せ　阿智村選挙管理委員会事務局　TEL0265-43-2220　FAX0265-43-3940
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548人がヘソ周り測る 

新阿智村の健康状態は？ 新阿智村の健康状態は？ 

つぶやき 
保健師

さんの
 

　「へそ周りの大きいのは、どうすれば小さくなるら」「血圧の上と下の差は、今はあまり言わんのかな？」

　４～５月に、各部落の保健委員さん、部落長さんにご協力頂き、健康づくり（メタボリックと脳卒中予防）の

懇談会を部落単位で開催し、５４８人の方にご参加頂きました。

　会場では、男性８５cm、女性９０cmの紐をお腹に巻くと、「紐が足らんじゃん」「やせて見えても、おなか周りは

結構あるな」との笑いに始まりました。腸の間にたまった脂肪や動脈硬化を起こした血管の写真をみながら、「早

食いがいかんかな」「運動しとらんなぁ…」など生活の様子も話題になり、メタボリックの４項目（図２）に自分

の値をあてはめながら、「中性脂肪や糖の値は、健診受けんと分からんな」の声も聞かれました。味噌汁を持って

きて塩分濃度を測った部落もありました。

　８月には基本健診、高齢者健診があります。追加の申込みも間に合いますので、是非お申込み下さい。

（図１）成人の血圧分類 
（mmHg)

（mmHg)

180

160

140

130

120

80 85 90 100 110

重症高血圧 

中等症高血圧 

軽症高血圧 

正常高値血圧 

正常血圧 

至適血圧 

収
縮
期
血
圧 

拡張期血圧 

家庭血圧 
の正常基準 

正常血圧ですが高めです。 
生活習慣を改善しましょう。 

生活習慣の改善が必要です。 
1～3か月以内に再測定し、 
高ければ医師の指示による 
薬物治療が必要です。 

直ちに生活習慣改善、医師の指示に 
よる薬物治療が必要です。 

（参考）日本高血圧学会発行　高血圧治療ガイドライン2004

（図２）

あなたの値は？
腹囲＋２項目で
メタボリック
　　シンドローム

男８５cm以上

女９０cm以上
腹 囲

１５０mg/dl以上
　　又は
４０mg/dl未満

中 性 脂 肪

HDLコレステロール

１３０mmHg以上
　　又は
８５mmHg以上

最 高 血 圧

最 低 血 圧

１１０mg/dl以上空 腹 時 血 糖

湯ったり～な昼神で保健師の健康相談開催湯ったり～な昼神で保健師の健康相談開催（月、木、金の午後）
プールでまめになりませんか？月・木・金の午後（1時15分～5時15分まで）湯ったり～な昼神で保健師が健

康相談を行っています。現在、教室のない時間に自由にプールを利用して健康づくりをしている方々が30名

ほどいらっしゃいます。プールサイドのパネルを参考にしたり、自由に友人と水中歩行や水泳をしています。

　①血圧測定、体脂肪測定、かんたんな体力の測定ほか健康相談

　②ころばないように筋力をつける運動をしてみよう

　③温泉に入って体と心をほぐそう

　④水中を歩いてみよう

ひざこし相談も開催予定です。お問い合わせは保健センター（電話45－1230）まで
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第第第第第第第第第第第９９９９９９９９９９回回回回回回回回回回９回
熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞ココココココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンククククククククククククククククククククーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルル熊谷元一写真賞コンクール

～テーマ「四季のくらし」～

ＪＡみなみ信州賞　『豆はたき』
森山恵喜（撮影地：長野県中野市）

信毎賞　『地蔵参りの日』
高橋　寿（撮影地：秋田県由利町）

阿智村賞　『冬の朝』
松崎盛樹（撮影地：静岡県静岡市）

元一写真大賞　『わしのマイカー』
前 島 正 介　（撮影地：長野県大鹿村）

ＧＯＫＯカメラ賞　『レタス畑で』
鰐川隆知（撮影地：長野県塩尻市）

　

村
で
は
本
村
の
名
誉
村
民
で
あ
る
熊
谷
元
一
さ
ん
の
功
績
を
顕
彰
し
、
現
在
に
生
か
し
て
未
来
に
発
展
さ

せ
よ
う
と
、「
四
季
の
く
ら
し
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、第
九
回
熊
谷
元
一
写
真
賞
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
熊
谷
元
一
さ
ん
の
「
農
村
記
録
写
真
」
の
精
神
に
ひ
か
れ
た
、
三
十
六
都
道
府
県
の
二
百
二
十

七
人
の
方
か
ら
約
七
百
点
も
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
七
月
八
日（
土
）、
阿
智
村
観
光
セ
ン
タ
ー（
熊
谷
元
一

写
真
童
画
館
）に
お
い
て
、
入
選
作
品
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●●● 熊谷元一写真賞 ●●●
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阿
智
村
で
は
、平
成
八
年
六
月
、

農
村
記
録
写
真
を
通
じ
て
心
豊
か

な
生
活
文
化
の
創
造
に
役
立
て
る

た
め
、「
農
村
記
録
写
真
の
村
」
宣

言
を
し
て
い
ま
す
。

　

芸
術
作
品
で
は
な
い
民
衆
の
生

活
を
撮
り
記
録
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
平
成
十
年
よ
り
こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
九
回
目
と
な
る
今
回
は
、
全

国
三
十
六
都
道
府
県
の
二
百
二
十

七
人
の
方
か
ら
六
百
九
十
七
点
の

力
作
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

熊
谷
元
一
さ
ん
が
見
守
る
な
か

行
わ
れ
た
、
伊
東
征
彦
審
査
委
員

長
を
は
じ
め
五
人
の
審
査
員
に
よ

る
審
査
の
結
果
、
栄
え
あ
る
「
元

一
写
真
大
賞
」
に
は
、
大
鹿
村
の

前
島
正
介
さ
ん
の
作
品
「
わ
し
の

マ
イ
カ
ー
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

〈
審
査
講
評
…
伊
東
審
査
委
員
長
〉

　

今
回
は
応
募
者
数
も
応
募
点
数

も
や
や
少
な
め
で
し
た
が
、
作
品

人
柄
と
村
の
熱
意
に
感
服
い
た
し

ま
す
。
来
年
の
十
周
年
に
向
け
て

ま
す
ま
す
繁
栄
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

大
賞
に
選
ば
れ
た
「
わ
し
の
マ

イ
カ
ー
」
は
、
あ
り
ふ
れ
た
農
家

の
日
常
生
活
を
撮
影
し
た
も
の
で
、

作
者
自
身
も
さ
り
げ
な
い
風
景
に

共
感
し
自
然
体
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
作
品
に
は

優
し
さ
が
あ
り
、
そ
れ
を
見
る
人

の
心
に
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

写
真
は
撮
影
者
の
個
性
の
表
現

で
す
か
ら
、
周
り
に
惑
わ
さ
れ
ず

楽
し
ん
で
写
真
を
撮
り
ま
し
ょ
う
。

テ ー マ 部 門
住　　　所お 名 前作　品　名

☆一般の部
○元一写真大賞

（長野県　大鹿村）前島　正介「わしのマイカー」
○阿智村賞

（静岡県　静岡市）松崎　盛樹「冬の朝」
○信毎賞

（秋田県　湯沢市）高橋　　寿「地蔵参りの日」
○ＪＡみなみ信州賞

（長野県　飯山市）森山　恵喜「豆はたき」
○優良賞（２点）

（静岡県　静岡市）井倉　照久「昼寝」
（長野県　飯田市）山田　　勝「古きをしのぶ」

○ＧＯＫＯカメラ賞
（長野県　松本市）鰐川　隆知「レタス畑で」

○佳作（20点）
（静岡県　西伊豆町）内田　国男「さくら葉漬け」
（長野県　須坂市）丸山美奈子「冬支度」
（山形県　山形市）矢田目敏弘「黄昏の頃」
（岡山県　岡山市）花　　一彦「ダイコン干し」
（長野県　長野市）伊藤　　武「石段ひな祭り」
（群馬県　前橋市）若尾　秀次「春」
（兵庫県　尼崎市）千葉　国男「初夏」
（長野県　伊那市）久保村　勝「売れない朝」

（長野県　豊丘村）筒井　　寛「棚田の春」
（石川県　金沢市）下村　友光「水行」
（兵庫県　伊丹市）稗田　重成「漁港で働く漁婦」
（奈良県　奈良市）小野　智子「田植えの頃」
（長野県　飯田市）代田　武人「園児の田植え」
（福岡県　大牟田市）佐藤　　満「古里」
（兵庫県　稲美町）武田　　治「祭りの日」
（神奈川県　横浜市）大勢登雅史「民宿の朝」
（和歌山県　新宮市）矢口　勝士「田植時」
（和歌山県　新宮市）矢口とし子「四つ手網漁」
（長野県　松川町）佐藤　信一「どんど焼き」
（長野県　須坂市）丸山　　眞「よろこび」

☆高校生以下の部
○飯田信用金庫賞（4点）

（広島県　呉市）鷹取　由季「夏祭り」
（兵庫県　姫路市）石崎　　晋「卒業の日」
（兵庫県　姫路市）三浦　寛弥「犬と遊ぶ」
（兵庫県　加東市）玉井　里美「貝採り」

村内撮影部門（テーマ自由）
○阿智村内撮影賞

（阿智村）佐々木重義「雪の降る前に」
（阿智村）中田　祐記「こんぶくろ」（子供達の祭り）
（阿智村）水上　　澄「盆のマス釣り大会」
（阿智村）木下　清勝「誕生祝い」（実は残れ）

優良賞　『古きをしのぶ』
山田　勝（撮影地：長野県伊那市）

優良賞　『昼寝』
井倉照久（撮影地：静岡県静岡市）

　

入
選
作
品
の
表
彰
式
は
、
阿
智

村
観
光
セ
ン
タ
ー
（
熊
谷
元
一
写

真
童
画
館
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。
表

彰
式
の
最
後
に
次
回
テ
ー
マ
「
笑

顔
」
が
、
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
に
笑
顔
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
生

活
に
潤
い
や
希
望
を
も
た
せ
る
の

次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次
回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
ののののののののののののののののののののののののの
テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
マママママママママママママママママママママママママ
ははははははははははははははははははははははははは

  
次
回
の
テ
ー
マ
は

「「「「「「「「「「「「「「
笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑

顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔

　
「
笑　

顔
」」」」」」」」」」」」」」」

●●● 熊谷元一写真賞 ●●●

は
笑
顔
で
す
。
昨
今
は
物
ば
か
り

追
い
求
め
て
笑
顔
（
心
）
を
忘
れ

て
い
ま
せ
ん
か
。
い
つ
も
笑
顔
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
熊
谷
先
生
に
ち
な

ん
で
、
十
回
目
の
コ
ン
ク
ー
ル
は

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
写
真
で
飾
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
見
る
人
が
思
わ

ず
笑
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
ユ
ー
モ

ア
あ
ふ
れ
る
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
写

真
も
「
笑
顔
」
に
当
て
は
ま
り
ま

す
。
大
歓
迎
で
す
。

　

十
回
目
か
ら
デ
ジ
カ
メ
に
よ
る

作
品
も
審
査
の
対
象
に
し
ま
す
。
小

中
学
生
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
も
、

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
友
だ
ち

や
恋
人
の
笑
顔
を
撮
っ
て
ど
ん
ど

ん
応
募
し
て
下
さ
い
。

（
審
査
委
員
長　

伊
東
征
彦
）

　

入
選
作
品
は
九
月
五
日
ま
で
阿

智
村
観
光
セ
ン
タ
ー
で
、
展
示
さ

れ
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

　

な
お
入
選
者
は
、
下
表
の
と
お

り
で
す
。

の
内
容
は
素
晴
ら
し
く
一
次
審

査
を
通
過
し
た
も
の
が
約
三
〇

〇
点
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
過

去
最
高
の
数
で
内
容
の
充
実
を

示
す
も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
の

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
も
九
回
に
な

り
ま
す
が
、
一
つ
の
村
が
主
催

す
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
毎
回
八
〇

〇
点
ほ
ど
の
応
募
が
あ
る
の
は

大
変
な
成
果
で
、
熊
谷
先
生
の
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阿智村の皆さん、こんにちは。梅雨も終わりにさしかかりましたが、いかがお過ごしでしょうか？

 阿智高校は、まもなく１学期を終えようとしています。先日、最大イベントである楝祭（おうちさい）も

大盛況に終わり、ご来場いただきました皆様に深く感謝申し上げます。

 現在、３年生はそれぞれの進路に向けて、三者面談を実施し、１．２年生は勉学・スポーツの両立に励み、

充実した学生生活を送っています。今学期を振り返り、５月～７月に行われた行事等を紹介させていただ

きます。

清掃美化活動 清掃美化活動 清掃美化活動 

今後の予定今後の予定 今後の予定 
11月 2学期期末テスト 
12月 保護者懇談会 
 2学期終業式 

8月 中学生学校体験入学 
9月 中間テスト 
10月 強歩大会 
 研修旅行（2学年） 
11月 クラスマッチ 

公開授業週間 11月16日（木）～17日（金）の間、公開授業週間
となっております。お出かけ下さい。参観ご希望の方は事前に電
話で連絡を。連絡窓口は、阿智高等学校教務室10265-43-
4271です。 

　５月下旬、校外美化

作業を実施しました。通

学路に落ちているゴミ

を拾い、今後もきれい

な村づくりに取り組ん

で行きます。

春季クラスマッチ 春季クラスマッチ 春季クラスマッチ 
　ソフトボール・バスケッ

トボール・卓球競技に分か

れ、クラスマッチが行われ

ました。天候にも恵まれ、

全校生徒、教職員がいい汗

を流しました。

総合学習（保育園実習　２学年） 総合学習（保育園実習　２学年） 総合学習（保育園実習　２学年） 
　本年度２年目を迎え

る保育園実習がはじまり

ました。村内にある６ヶ

所の保育所において、

活発な園児たちと奮闘中

です。

総合学習（そば打ち体験　１学年） 総合学習（そば打ち体験　１学年） 総合学習（そば打ち体験　１学年） 
　飯田そばの会の皆さ

んより、そば打ちをご

指導いただきました。初

めて自分で打ったそば

の味は格別のものでし

た。

祝　北信越大会出場 祝　北信越大会出場 祝　北信越大会出場 
　柔道　原　史子（３

年Ｃ組）、本県代表選手

として、６月１７日　長野

市運動公園体育館　女

子５７ｋｇ級に出場しま

した。

祝　北信越大会出場 祝　北信越大会出場 祝　北信越大会出場 
　水泳　藤田　大貴（３年Ａ組）、山崎　達也（１年

Ａ組）、本県代表選手として、７月２１日～（長野市アク

アウイング）出場します。応援よろしくお願いします。

県予選結果　（藤田）１００ｍバタフライ　優勝

　　　　　　　　　２００ｍバタフライ　２位

　　　　　　（山崎）１００ｍ自由形　２位

　　　　　　　　　２００ｍ自由形　２位

楝祭（おうちさい） 楝祭（おうちさい） 楝祭（おうちさい） 
　7/8～9　全校生徒が

一丸となって盛り上が

りました。多数のご来場

ありがとうございました。
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教室で行うことは運動の継続に役立ちます

　現在子どもから大人まで200名（基礎教室160名、

目的別教室40名）が行っています。体験は入場料

のみで行うことができます。村民大人は400円、

3歳以上の子どもは200円です。暑くてもプールで

は快適に気持ちよく運動できます。この夏に体験

してみませんか。お問い合わせは保健センター保

健師までお願いします。

阿智村消防技術大会

　７月２日（日）、悪天候のなか、阿智中学校グラ
ンドに、ポンプ車操法の部３チーム、小型ポンプ操法
の部９チームが参加して村の操法大会が行われまし
た。約２ヶ月積み重ねてきた練習の成果を発揮して、
それぞれのチームごとに操作技術を競い合いました。
この若いエネルギーが村を災害から守ります。
　ポンプ車操法の部　優勝　２分団
　小型ポンプ操法の部　優勝　５分団B
　２位　５分団A
　３位　６分団

情
報
化
事
業
サ
ー
ビ
ス

Ｑ
＆
Ａ

情
報
化
事
業
サ
ー
ビ
ス　

Ｑ
＆
Ａ

　

情
報
化
事
業
サ
ー
ビ
ス
に
ご
加
入
の

皆
様
よ
り
寄
せ
ら
れ
る
お
問
い
合
せ
の

う
ち
、最
も
多
い
お
尋
ね
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

Ｑ　
家
中
の
テ
レ
ビ
が
急
に
見
え
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

Ａ　
情
報
化
事
業
サ
ー
ビ
ス
に
ご
加
入

の
皆
様
の
ご
自
宅
に
は
、電
源
供
給
ユ

ニ
ッ
ト
（
写
真
１
）
Ｖ－

Ｏ
Ｎ
Ｕ
（
ぶ

い　

お
ー
え
ぬ
ゆ
ー
）
と
い
う
機
器

（
写
真
２
）
と
を
設
置
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。

　

情
報
化
事
業
サ
ー
ビ
ス
に
接
続
し
て

い
る
テ
レ
ビ
が
見
え
な
く
な
る
障
害
が

発
生
し
た
場
合
、一
番
多
い
ケ
ー
ス
は

電
源
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
が
コ
ン
セ
ン
ト
か

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ら
抜
け
て
い
る
場
合
で
す
。
確
認
頂
く

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
写
真
を
参

考
に
し
て
下
さ
い
。
な
お
、Ｖ－

Ｏ
Ｎ

Ｕ
は
家
の
外
壁
に
、電
源
供
給
ユ
ニ
ッ

ト
は
宅
内
の
テ
レ
ビ
の
後
ろ
や
以
前
ブ
ー

ス
タ
ー
を
設
置
し
て
い
た
場
所
に
設
置

さ
れ
い
る
の
が
一
般
的
で
す
。

電源供給ユニットは常

にコンセントに刺さっ

ている必要があります。 

コンセントに刺さって

いると、緑色のランプ

が点灯します。 

電源供給ユニット

から電力が送られ

ると緑色のランプ

が付きます。 

ランプが点いてい

ない場合には、電源

供給ユニットを確

認して下さい。 

赤いランプが点灯

している場合は回

線障害です。役場

まで連絡して下さ

い。 

写
真
２　

Ｖ－

Ｏ
Ｎ
Ｕ

写
真
１　

電
源
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
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年金の期間確認を是非
年　金太郎

�
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
議
会
の
様
子
が
放
映
さ
れ
ま

し
た
。
多
く
の
村
民
の
方
が
議
会
の
内
容
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
村
民
の
み
な
さ
ん
の
話
し
の
中

に
も
、
議
会
の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
議
員
の
質
問
や
審
議
を
通
し
て
村
民

の
み
な
さ
ん
が
村
の
状
況
を
御
理
解
い
た
だ
け
、
村
政
に
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

�
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
舞
っ
て
い
る
と
い
う
お
知
ら
せ
が
流
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
タ
ル
が
舞

う
の
が
当
た
り
前
で
あ
っ
た
こ
の
村
か
ら
、
ホ
タ
ル
が
舞
う
の
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
何
年
に
も
な
り
ま
す
。

　

舞
え
な
い
環
境
と
し
て
し
ま
っ
た
の
も
私
達
住
民
で
す
。
そ
し
て
ホ
タ
ル
の
舞
え
る

環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
私
達
で
す
。
ホ
タ
ル
の
舞
う
地
域
を
め
ざ
し
た
い

も
の
で
す
。

�
園
原
の
発
掘
調
査
で
銅
鏡
が
出
土
し
、
そ
の
後
の
専
門
家
の
調
査
で
安
布
知
神
社
所

蔵
の
鏡
が
、
奈
良
時
代
の
全
国
で
も
数
少
な
い
物
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
私

達
の
住
む
こ
の
地
が
、
古
代
中
世
と
日
本
の
歴
史
の
上
で
重
要
な
地
で
あ
っ
た
こ
と
が

裏
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
地
に
住
む
者
と
し
て
、
遺
物
や
遺
跡
を
大
切
に
守
っ

て
い
く
こ
と
に
つ
と
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

（
一
）

あ
ぜ
み
ち 

あ
ぜ
み
ち 

あ
ぜ
み
ち 

あ
ぜ
み
ち 
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阿
智
村
長
　
　
岡
　
庭
　
一
　
雄
　
　
 

平
成
十
八
年
六
月
　
定
例
議
会
あ
い
さ
つ（
抜
粋
） 

人
と
人
の
つ
な
が
り
の
中
で
 

い
つ
も
ど
こ
で
も
心
が
と
き
め
く
よ
う
な
こ
と
が
 

一
杯
詰
ま
っ
て
い
る
村
を
目
指
し
て
 

人
と
人
の
つ
な
が
り
の
中
で
 

い
つ
も
ど
こ
で
も
心
が
と
き
め
く
よ
う
な
こ
と
が
 

一
杯
詰
ま
っ
て
い
る
村
を
目
指
し
て
 

　
（
前
略
）
去
る
五
月
三
十
一
日
に
起
き

ま
し
た
、
国
道
一
五
三
号
線
大
野
地
籍
の

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
横
転
事
故
に
お
い
て
、

水
稲
等
に
被
害
を
受
け
ら
れ
た
み
な
さ
ま

に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

寒
原
峠
か
ら
小
野
川
ま
で
の
間
に
お
い

て
は
、
過
去
に
も
同
様
の
事
故
が
数
件
発

生
し
て
お
り
、
ま
た
大
型
の
危
険
車
両
の

通
行
も
頻
繁
な
こ
と
か
ら
、
各
方
面
に
安

全
に
つ
い
て
改
め
て
検
証
を
お
願
い
し
、

万
一
を
想
定
し
た
対
策
を
講
じ
て
頂
く
こ

と
も
、
強
く
要
請
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。（
中
略
）
被
害
水
稲
の
栽
培
管

理
指
導
に
つ
い
て
も
、
し
っ
か
り
行
っ
て

参
り
ま
す
。
ま
た
被
害
に
対
す
る
損
害
補

償
に
つ
い
て
も
、
村
が
窓
口
と
な
っ
て
対

応
し
て
い
き
ま
す
。（
中
略
）

　

さ
て
、
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
十
八

年
度
は
、
今
ま
で
に
増
し
て
動
き
の
早
さ

を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。
そ
の

中
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
触
れ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

�
四
月
一
日
よ
り
情
報
化
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
基
本
サ
ー
ビ
ス
の
加
入
者

は
一
、
六
〇
四
戸
、
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

加
入
者
は
七
〇
〇
戸
と
い
う
状
況
で
あ
り

ま
す
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
浪
合
と

の
シ
ス
テ
ム
の
統
合
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
整
備
し
た
先
端
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
た
、
様
々
な
安
全
、
安
心
を

含
む
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
や
自
主
放
送
の
充

実
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

�
四
月
十
六
日
に
は
、
比
叡
山
か
ら
天
台

座
主
を
お
迎
え
し
て
、
信
濃
比
叡
根
本
中

堂
の
落
慶
法
要
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
前
に
は
、
園
原
の
公
衆
便
所
建

設
予
定
地
の
発
掘
調
査
で
、
柱
穴
遺
構
と

青
銅
鏡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
二
十
三
日

に
は
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
の
木
谷
専

務
に
園
原
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、東
山
道
、

信
濃
比
叡
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
全
国
レ
ベ
ル

で
企
画
さ
れ
る
こ
と
を
約
束
さ
れ
ま
し
た
。

園
原
が
大
き
く
注
目
さ
れ
る
中
で
、
昨
年

調
査
委
託
し
て
お
り
ま
し
た
「
園
原
の
里

づ
く
り
調
査
報
告
書
」
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
報
告
書
を
具
体
化
す
る
た
め
、
資
料

館
と
し
て
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
建
設
に

あ
わ
せ
、
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
保
存
や
活

用
が
は
か
ら
れ
る
方
策
を
検
討
す
る
こ
と

に
、早
急
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

�
浪
合
地
区
振
興
協
議
会
に
お
い
て
、
浪

合
地
区
に
あ
る
各
施
設
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
の
研
究
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
施
設
の
現
状
か
ら
、
合
併
協
議

に
基
づ
く
五
年
と
い
う
期
間
を
お
い
て
考

え
て
い
て
は
、
有
効
利
用
が
図
ら
れ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ
り
ま

す
。
必
要
な
経
費
を
投
入
し
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
で
新
し
い
枠
組
み
で
運
営

を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
中
長

期
的
な
視
野
に
立
っ
た
あ
り
方
を
模
索
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
中
心
と
な
る

治
部
坂
に
つ
い
て
は
、
治
部
坂
観
光
開
発

（
株
）が
中
心
で
事
業
展
開
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
以
外
の
活
用
を

含
め
、
ど
の
よ
う
に
再
開
発
を
行
っ
て
い

く
の
か
、
早
急
に
方
針
を
出
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
施
設
も
、
公
費
で
補
わ
な
く

て
は
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
公
費

を
投
じ
る
限
り
、
施
設
の
設
置
や
運
営
が

浪
合
地
区
の
産
業
振
興
や
活
性
化
に
直
接

つ
な
が
る
よ
う
に
改
善
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
住
民
の
み
な
さ
ん
が
、
こ
れ
ら

の
事
業
に
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
手
だ
て
を
講
じ
ま
す
。

�
今
年
の
智
里
西
花
桃
の
里
は
、
昨
年
を

大
き
く
上
ま
わ
る
八
万
人
の
入
り
込
み
客

が
あ
り
ま
し
た
。
花
の
時
期
を
過
ぎ
た
昼

神
温
泉
郷
の
状
況
は
、
入
り
込
み
客
の
減

少
傾
向
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
、

旅
館
経
営
者
を
含
む
民
間
の
力
に
よ
っ
て
、

新
し
い
昼
神
温
泉
の
経
営
を
担
う
組
織
作

り
を
進
め
る
方
向
を
打
ち
出
し
、
そ
の
た

め
の
旅
行
業
取
得
の
予
算
措
置
を
行
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
必
要
を
感
じ
て
い
る
経

営
者
が
い
る
も
の
の
、
具
体
化
が
一
向
に

進
ま
ず
に
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
じ

り
貧
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
な
く
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か
ね
て
研
究
を
進
め
て
来
て
い
た
だ
い

た
「
全
村
博
物
館
構
想
策
定
委
員
会
」（
村

づ
く
り
委
員
会
）
よ
り
、「
阿
智
全
村
博
物

館
構
想
の
提
言
書
」が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

三
月
の
定
例
議
会
あ
い
さ
つ
で
「
全
村
博

物
館
構
想
」
に
つ
い
て
私
の
考
え
を
申
し

上
げ
ま
し
た
が
、
住
民
が
主
体
的
に
、
住

ん
で
い
る
こ
と
に
誇
り
の
持
て
る
地
域
を

創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
取
り
組
む
目
標

と
し
て
位
置
づ
け
ま
し
た
。
提
言
書
に
、

先
進
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
取
り
組
み
や
、

専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
方
の
数
回
に
わ

た
る
講
義
内
容
等
が
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、具
体
的
に
博
物
館
群
を
構
成
す
る
、

村
内
の
史
跡
、
文
化
財
や
自
然
環
境
等
も

列
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
こ
れ
を
具

体
化
す
る
上
で
の
提
言
と
し
て
は
、「
阿
智

学
」
と
い
う
地
域
学
を
、
住
民
の
参
画
型

学
習
、体
験
型
学
習
、発
見
型
学
習
に
よ
っ

て
起
こ
し
て
い
く
こ
と
、
構
想
母
胎
と
し

　

さ
て
、
こ
の
五
月
三
十
一
日
を
も
っ
て

平
成
十
七
年
度
の
出
納
閉
鎖
を
行
い
ま
し

た
。
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
九
月
定
例

議
会
に
お
い
て
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

決
算
状
況
に
つ
い
て
報
告
致
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
村
税
と
譲
与

税
が
予
想
以
上
に
の
び
、
差
し
引
き
差
額

が
約
一
億
九
千
万
円
と
な
る
予
定
で
す
。

各
種
特
別
会
計
に
お
い
て
も
す
べ
て
黒
字

で
決
算
で
き
ま
し
た
。

　

例
年
問
題
に
な
る
未
収
金
で
あ
り
ま
す

が
、
本
年
度
も
改
善
が
み
ら
れ
な
い
ま
ま

推
移
い
た
し
ま
し
た
。
村
税
に
つ
い
て
は
、

最
も
多
い
固
定
資
産
税
の
一
、七
八
〇
万
円

を
筆
頭
に
総
額
で
二
、三
二
〇
万
円
と
昨
年

度
よ
り
約
九
〇
万
円
減
っ
た
も
の
の
、
大

き
な
金
額
で
あ
り
ま
す
。
問
題
な
の
は
国

保
税
で
あ
り
ま
す
。
一
、五
九
〇
万
円
と
昨

年
度
よ
り
一
七
〇
万
円
増
加
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
税
以
外
の
未
収
金
は
、
下
水
道

分
担
金
の
一
、七
三
〇
万
円
を
筆
頭
に
三
、四

〇
〇
万
円
に
な
り
ま
す
。
総
額
で
は
新
た

に
加
わ
っ
た
別
荘
関
係
の
未
収
金
四
五
〇

万
円
を
加
え
て
昨
年
よ
り
十
八
万
円
の
増

額
で
あ
り
ま
す
。
全
職
員
が
手
分
け
を
し

て
滞
納
整
理
に
当
た
る
等
鋭
意
努
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
一
向
に
減

ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
真
面
目
に
納

付
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
み
な
さ
ん
に
申

し
訳
が
立
た
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

さ
ら
に
厳
し
く
滞
納
整
理
に
当
た
っ
て
参

り
た
い
と
考
え
ま
す
。

演
奏
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ

し
て
最
後
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
夢
の
翼
に
通

う
入
所
者
と
出
演
者
が
一
緒
に
舞
台
で
合

唱
を
行
い
ま
し
た
。
井
原
さ
ん
の
美
し
い

歌
声
や
入
所
者
の
笑
顔
に
満
ち
た
歌
声
の

後
に
つ
い
て
、
会
場
全
体
が
歌
声
の
渦
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
私
も
目
頭
が
熱
く
な
る

思
い
の
中
で
、
こ
の
地
域
に
生
き
る
幸
せ

と
は
こ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
か
と
い

う
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

　

少
子
化
や
高
齢
化
、
人
口
減
少
は
大
き

な
流
れ
の
中
で
止
め
よ
う
の
な
い
現
象
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
村
中
の
人
が
豊
か

さ
と
同
時
に
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
地
域
を

目
指
せ
ば
、
自
然
と
人
は
こ
の
地
に
住
む

こ
と
を
選
ぶ
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま

す
。
理
事
長
の
原
さ
ん
が
、こ
の
コ
ン
サ
ー

ト
の
意
義
に
つ
い
て
「
何
よ
り
も
、
こ
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
入
所
者
一
人
ひ
と
り
が
、

自
己
実
現
の
機
会
を
得
た
こ
と
」
と
語
っ

て
い
ま
す
が
、
入
所
者
一
人
ひ
と
り
の
自

己
実
現
が
、
参
加
し
た
周
り
の
人
々
の
幸

せ
感
を
喚
起
し
た
よ
う
に
、
人
と
人
の
つ

な
が
り
の
中
で
、
い
つ
も
ど
こ
で
も
心
が

と
き
め
く
よ
う
な
こ
と
が
一
杯
詰
ま
っ
て

い
る
村
を
、
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

う
も
の
で
す
。

　

先
日
行
わ
れ
た「
夢
の
翼
コ
ン
サ
ー
ト
」

に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
田
中

貴
枝
さ
ん
を
中
心
と
す
る
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
井

原
芙
美
子
さ
ん
を
招
い
て
の
演
奏
会
で
し

た
。
予
定
し
て
い
た
座
席
を
急
い
で
増
設

す
る
ほ
ど
予
想
を
上
回
る
参
加
者
の
前
で
、

出
演
さ
れ
た
み
な
さ
ん
も
力
の
こ
も
っ
た

て
の
「
阿
智
全
村
博
物
館
推
進
委
員
会
」

を
つ
く
る
こ
と
が
上
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
具
体
化
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
ま
す
が
、
村
づ
く
り
に
関
わ
る
長
期
的

な
取
り
組
み
に
な
り
ま
す
の
で
、
議
会
と

し
て
も
こ
の
進
め
方
に
つ
い
て
共
に
ご
検

討
頂
き
た
い
と
願
う
も
の
で
す
。

（
中
略
）

「
全
村
博
物
館
構
想
」

に
つ
い
て

平
成
十
七
年
度

決
算
状
況
に
つ
い
て

こ
の
地
域
に
生
き
る

幸
せ
と
は

推
移
し
て
し
ま
う
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

専
門
的
な
知
識
を
持
つ
職
員
を
入
れ
る
な

ど
の
支
援
を
お
こ
な
い
、
新
し
い
展
開
を

図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。（
中
略
）


